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「屈折率可変熱硬化性材料を用いた
超軽量『車載カメラ』レンズの開発」

Development of lens with the refractive index varying thermo-set 

resin for ultra-light in-car cameras

■市場ニーズ （背景）

自動車の安全性向上のため『車載用カメラモジュール』の搭載義務化・市場拡大が見込まれ、自動車
１台あたり 複数台のカメラが搭載される中、構成するレンズ部品の軽量化が求められている。
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従来技術 新技術

■素材：ＳｉＯ２（光学ガラス）
・比重 ：２．５１
・屈折率 ：１．５１
・表面硬度：６Ｈ

■金型：ガラスプレス金型
・耐久寿命：５，０００ｓｈｏｔ
・金型温度：５９９℃
（使用電力：１６．４０ＫＷ）

■加工法：モールドプレス成形
・加工時間：１５分

■素材：エスドリマー
・比重 ：１．１８ （→ １/２）
・屈折率 ：１．４９～１．６１（→可変）
・表面硬度：６Ｈ （→同等）

■金型：射出成形金型
・耐久寿命：３０万ｓｈｏｔ （→６０倍）
・金型温度：１５０℃ （→１/４）
（使用電力：３．７９ＫＷ）

■加工法：特殊ＬＩＭ成形
・加工時間：９０秒 （→１/１０）

従来技術の課題 解決される課題

・比重が重い （軽量化困難）
・金型寿命が短い （コストＵＰ）
・生産性が悪い （設備投資大）

・比重が１/２ （軽量化）
・金型寿命が長い （コストＤＯＷＮ）
・生産性が高い （設備投資の軽減）
・形状自由度が高い （用途の拡大）


